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凶
下 清

M
貴

っ て い る 。

組織 要求 と し て は ， 国 際農林水産業開発研究 セ ン タ ー

(仮 称) の新設が あ る 。 こ れ は ， 国際的な食料問題の ほ か，

熱帯林の減少， 砂漠化 の 進行， 多様 な遺伝資源の滅失等

に対処 し ， 環境 と 調和 し た 農林水産業の持続的発展等 を

図 る た め ， 熱帯農業研究 セ ン タ ー を 拡充 ・ 強化 し て 設立

し ， 開発途上地域 に お け る 農林水産業研究協力 を 強化す

る も ので あ る 。

次 に ， 平成 5 年度 に 実施予定の試験研究 の 中で ， 植物

防疫関係 の (課題が含 ま れて い る ) プ ロ ジ ェ ク ト 研究の

概要 は以下の通 り で あ る 。

I 技術研究の強化経費

1 総合的開発研究

総合的 開発研 究 と は行 政上 の緊 急 な要 請 に 対応 し ， 広

範 な分野 に わ た る 技術開発 を 一体的 に行 う と と も に ， こ

れ ら を総合的・体系的な技術 に組み立 て る こ と を 目 指 し ，

大規模な組織 的共同体制 の 下で 実施す る 研究で あ る 。

「小麦 を 主体 と す る 水 田畑作物 の 高品質化及 び生産性

向上技術の開発 (水田畑作)J (平成 3 � 8 年度. 392 百万

円 ) 。 我が国農産物 の 高 品 質化 及 び低 コ ス ト 化 を 図 る た

め ， 小麦 に つ い て は ， 外国産小麦 の 品質 を越 え る 品種 を

育成す る と と も に ， 大豆等転作作物 の 生産性向上技術 を

開発 し ， こ れ ら 技術 を組み合 わ せ た 高位安定輪 作技術体

系 を確 立す る こ と を 目 指す 。 病害虫関係で は ， 大豆主要

病虫害の遺伝的 ・ 環境的制御技術 の 開発 に 2 場所 が参画

しで い る 。

「畑作物の 高収益 ・ 安定生産 の た め の 基盤技術 の 開発

(高収益畑作)J (平成 4 � 9 年度. 127 百万 円 ) 。 我が国の

主要畑作物 を対象 に ， 畑作経営 の 高収益化， 安定的発展

を 目 的 と し て ， 甘 しょ等主要畑作物 の 高品質化 及 び生産

性向上技術の 開発， 新規導入作物 を組み込 ん だ高度土地

利用技術の 開発及 び大規模畑作経営 の 展開方式の解明 に

関す る 総合開発研究 を 実施す る 。 病害 虫関係で は 3 研究

室が参加 し て い る 。

2 大型別枠研究

21 世紀 を 見通 し た 長期 的 な 視点 か ら の 重 要 問 題 の 解

決 に 必要な新 し い技術の確立な ら び に 研究水準 の 飛躍 的

向上 を 目 指 し ， 都道府 県， 大学， 民間等 と の 組織 的共同

体制 の 下で 大規模 に 実施す る 研究で あ り ， 現在次 の 3 プ
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は じ め に

農林水産省の平成 5 年度予算総額 (概算決定額) は対

前年度比 1 . 7%増の 3 兆 3 ， 680 億円で あ り ， そ の 中で 農

林水産技術会議の予算要求 は. 57 ， 840 百万円で 3%増 と

な っ て い る 。 今年度の 農林水産技術会議関係 の予算要求

の特徴 を 要約す る と 以下の よ う に な る 。

ま ず， 重要政策課題 に 対応 し た 研究開発予算 と し て ，

1 . 農業の生産向 上等 を 図 る た め の研究開発. 1地域営農

合理化 の た め の技術開発J (拡充). 1未来型農業機械開発

研究戦略の策定J (新規). 収益性 の 高 い畑作物の輪 作体

系 を確 立す る た め ， 国， 県， 民聞が一体 と な っ た技術開

発 を 実施 (継続). 2 . 高度化 ・ 多様化す る 消費ニ ー ズ に

対応 し た 研究開発.1最近 に お け る 野菜需給 の変動要因 の

解明 と 将来予測J (新規). 1需要拡大 の た め の 新形質水田

作物の 開発 ( ス ーパ ー ラ イ ス 計画) J (継続). 1 小麦 を 主

体 と す る 水田畑作物 の 高品質化及 び生産性向上技術の 開

発J (継続). 3 . 環境問題・ 熱帯農業問題 に対応 し た 研究

開発. 1 開発途上国遺伝資源保存支援事 業J (新規). 1農

林水産生態系 を利用 し た 地球環境変動要因 の制御技術の

開発J (拡充). 1東南 ア ジ ア 地域 に お け る 気候変動 と 病害

虫発生 に 関す る 基礎調査J (新規) 等が重点項 目 と な っ て

しミ る 。

次 に ， 基礎 的 ・ 先導的研究の強化 と し て. 1 . 先端 技術

の活用 に よ る革新的技術の 開発， イ ネ ゲノ ム 解析研究の

推進 (拡充). 1 見虫 の機能利用 と 資源化 に 関す る慕礎研

究J (新規). 1 ル ー メ ン共生微生物研究J (新規). 1農林

水産物の健康に 寄与す る 機能の評価 ・ 活用技術の 開発J

(新規) 等. 2 . 農林水産業 を 支 え る 基盤 の 強化. 1農林水

産省 ジ ー ンパ ン ク 事 業J (拡充). 1 フ ァ ク ト デー タ ベ ー ス

等の 開発J (拡充). 等 に 重点が置かれて い る 。

ま た ， 研究交流の推進 と 都道府県 ・ 民間等の研究開発

に対す る 支援 と し て ， 官 民交流共同研究や都道府県の研

究開発 に対す る助 成 を行 っ て い る 。 そ の内容 は. 1 . 研究

交流の推進. 1 国 際研究交流の推進J (拡充) 等. 2 民間

の研 究開発 に 対す る 支援.1 昆虫利用産業技術の 開発」等，

3 . 都道府 県 の研究開発 に対す る助 成「地域バ イ オ テ クノ

ロ ジ 一等新技術共同研究開発促進事業J (拡充) 等， と な
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ロ ジ ェ ク ト が進行中 で あ る 。

( 1 )  r生物情報の解明 と 制御 に よ る 新農林水産技術の

開発 に関す る 総合研究 (生物情報) J (昭和 63 年度~平成

9 年度， 450 百万円 )

生物体内の刺激や情報の伝達機構 を ， ホ ルモ ン， 酵素

の レ ベルで解明及 び制御す る こ と に よ り ， 次世代の高水

準 な農林水産技術 に つ な げ る こ と を 目 指す。 第 2 期 (平

成 3 � 5 年度) で は ， こ れ ら 生体内情報の発現機構 の 解

明 に 向 け て研究の展開が図 ら れ， 第 3 期 の発現制御研究

へ と つ な げ る予定であ る 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は病害虫防

除 を 直接 目 的 と し た 課題 は な い が， 昆虫の休眠， 変態，

生体防御， 植物の環境適応及 び共生 な ど の基礎研究 を行

っ て い る 。

( 2 ) r農林水産 系生態秩序 の解明 と 最適制御 に関する

総合研究 (生態秩序 ) J (平成元年�10 年後， 426 百万円 )

個体群， 群集， 群落等各 レ ベル に お け る 生物個体聞の

相互作用にかか わ る 諸国 子 を 明 ら か に し ， そ れ を積極的

に利用す る こ とに よ り 農林水産生物の資源管理， 生産技

術， 生産環境の最適制御技術の 開発 を 目 指す。 本 プ ロ ジ

ェ ク ト で は， 耕地生態系 チ ー ム の 中 に 昆虫等制御サ ブチ

ー ム 及 び耕地微生物制御 チ ー ム が あ り ， 病害虫防除 に か

かわ る 研究 を行っ て い る 。

( 3 )  r新需 要創出の た め の生物機能の 開発 ・ 利用技術

の 開発 に関す る 総合研究 (新需 要創出 ) J (平成 3 年度�12

年度， 438 百万円 )

農林水産物の従来の 用 途 を 一層拡大す る と と も に ， 新

た な需 要 を喚起 し ， 新 し い形 質や機能 を 備 え た 生物分解

性プ ラ ス チ ッ ク 等の産業用素材等 を 開発す る た め ， 我が

国 の 多様な生物資源の有す る 機能に着 目 し ， そ れ ら の持

つ新た な特性の解明 ・ 評価及 び変換技術等の 開発 を 目 指

す。 病害虫関係 の研究室 は ， 森林総研の 1 研究室 の み で

あ る 。

3 一般別枠研究

次の特別研究 と ほ ぽ同様の性格 を 持つ が， 特に規模が

大 き し そ の波及効果が大 き く ， 研究 を 強力 に推進す る

こ と が必要 な も の であ り ， 平成 5 年度か ら の 新規課題 を

含 め て 6 課題が あ る が， そ の う ち植物防疫に 関係の あ る

課題 は次の 2 課題であ る 。

( 1 )  r農林水産生態系 を利用 し た 地球環境変動要因の

制御技術の 開発 (地球環境) J (拡充) (平成 2 � 7 年度，

212 百万円 )

地球規模 の環境変化 を も た らす二酸化炭素， メ タ ン ，

亜酸化窒素の動態 を 解明す る と と も に ， こ れ ら 温室効果

ガ ス の農林水産生態系 を利用 し た循環制御 ・ 低減化技術

を 開発す る 。 あ わ せ て ， 地球環境変化の農林水産生態系

に 与 え る 影響 の 解明 と 主要農産物の生産 力変動予測技術

の 開発 を行 い ， 対策技術の 開発 に 資す る 。 病害虫関 係 で

は ， 環境変化 に伴 う 昆虫個体群や植物病原個体群の動態

の解析， 害虫 の バ イ オ タ イ プ出現機構 の 解明， い もち 病

の発生動 態 ・ 変動機構 の解明等の研究課題 が あ る 。

( 2 )  r植物免疫作用 等の生物機能 を 活用 し た農産物 の

安全性向上技術の 開発 (安全性農産物) J (平成 3 � 7 年

度， 84 百万円 )

農産物の安全性の 向上 に 資す る観点か ら ， 主 要穀物 ( コ

メ ， 麦， 大豆) 及 び飼料作物 を対象 と し て ， 植物免疫作

用及 び微生物機能 を利用 し た 病害抑制技術 の 開発 ， フ ェ

ロ モ ン 等の 生理活性物質及 び天敵 を利用 し た 害虫 の 抑制

技術， 微生物 に よ る 農薬分解機構 の解明等 を行い， 化学

資材の投入 を抑 え る 技術 を 開発す る と と も に ， 農産物 中

の微生物産生毒素 を 低減化す る 技術 を 開発す る 。 本研究

では病害虫関係研究室 の 参画が多 い。

4 特別研究

経営研究では対処 し 得 な い規模 で， 行政上の 要請が強

い も の及 び新研究分野 も し く は新技術 の 開発 を 急速に促

進する必要が あ る た め行 う プ ロ ジ ェ ク ト 研究で あり， 平

成 5 年度の総予算 は 466 百万円 ， 実施課題 は 22 で あ る 。

病害虫関係の課題 は 「 キ ノ コ 病害虫 の発生機構 の 解明

と 生体的防除技術の 開発 ( キ ノ コ 病害虫) J (平成 3 � 6

年度) があ る 。

5 侵入病害虫の防除に関する研究

海外か ら 侵入 し た 害虫や そ の害虫 が媒介す る 微生物や

ウ イ ル ス に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 病気であ っ て ， 放置す

る と 急速 に圏 内 で ま ん延 し ， 農作物 に 多大な被 害 を 及 ぽ

す こ と が懸念 さ れ る も の の う ち， 薬剤 に よ る 防除が困 難

な も の ， 当該病害虫 に関す る 知見が不足 し て い る た め有

効な防除対策が取 り 得 な い も の を対象 と し て ， 既に被害

が発生 し て い る 都道府県 の試 験研究機関 の 協 力 の も と

に ， 当該病害虫 の生理， 生態の解明 な ら びに耕種的防除

を 中心 と し た 防除体系 の確立 に関す る 研究 を緊急 に行 う

た め の も の であ る 。

「 タ バ コ コ ナ ジ ラミの 防除 に関す る 研究J (平成 3 � 5

年度， 3 百万 円 ) が継続中 で あ る 。 本研究 で は ， 施設野

菜等で発生が 目 立ち ， 薬剤抵抗性が強 く ， 黄化萎縮病等

の ウ イ ル ス 病 を媒介する恐 れの あ る タ バ コ コ ナ ジ ラミに

つ い て ， 生理 ・ 生態， 寄主選好性， 天敵等の調査 ・ 解明

を行い， 総合 的防除法 の 策定 を行 う (野菜 ・ 茶業試験場，

中 国農業試験場， 四 国農業試験場) 。

6 熱帯農業プロ ジェクト研究

熱帯 ま た は亜熱帯 にお い て ， わ が 国 が進 め る 農林技術

協力 に 必要 な技術の 開発 に関す る試験研究 な ら び に 農林
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業の研究領域の拡大 と 研究水準 の 向 上 に 役立つ試験研究

の う ち 組織 的 に 実施す る も の で あ り ， 熱帯農業研究セ ン

タ ー が担当 し て い る 。 平成 5 年度予 算 の 実施課題 数 は

22， 総予算 は 828 百万円 で あ る 。

病害虫関係の課題 と し て は， r熱帯果樹 ウ イ ル ス 性病害

の生態解明 と 制御技術の 開発 J (平成 2 � 6 年度， タ イ ，

マ レ ー シ ア ) ， r東 ア ジ ア モ ン ス ー ン地域 に お け る 移動性

水稲 害虫 の 広域移動実態の解明J (平成 2 � 6 年度， ベ ト

ナ ム ， フ ィ リ ピ ン ， 中 国) ， r東南 ア ジ ア に お け る マ イ コ

プラ ズ マ様病原体 に よ る 病害の 実態の解明 と 防除法 の確

立J (平成 3 � 7 年度， タ イ ) ， r熱帯 ・ 亜熱帯地域特有の

植物， 微生物 に よ る 効率的環境管理技術の開発J (平成 4

�13年度， 招へい共同研究) ， r熱帯二期作地帯 に お け る

水稲 の 生物筈総合防除技術体系 の 確立J (平成 5 � 9 年

度) が あ る 。

7 バイオテクノロジ ー先端技術研究

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ 一分野に お け る 画期的 な新技術の開

発 を 図 る た め ， 長期的視点、 に 立 っ た こ の分野の基幹的課

題 に 取 り 組む プ ロ ジ ェ ク ト 研究で あ る 。

「パ イ テ ク 植物育種 に関す る 総合研究J (昭和 61�平成

12 年度， 414 百万円 ) 飛躍 的な生産性 を持ち ， 劣悪環境

に も 適応で き る 新資源作物及び多様化す る 消費者ニ ー ズ

地紙重要新技術開発促進事業病害虫関連課題

課題名 実施年度 参加都道府県名

ハイテク利用 に よ る養液栽培野菜
3 - 5 三重， 群馬， 千葉

根部 病害 の総合制御技術 の開発

殺虫剤抵抗性ハ ス モンヨ ト ウ の防 3- 5 高知， 徳島， 香川
除体系 の確立

地域特 産果樹 の カ ミ キ リ ム シ類に
鹿児島， 福岡，

対す る昆虫病 原糸状菌 に よ る生 物 3- 5 
防除

大分， 沖縄

果菜類におけ る セル成型苗 の高付
加価値化 と生育制御技術 の システ 4 -6 群馬， 栃木， 岐阜
ム化

天敵利用 における施設果菜類のア 4 - 6 
岡山， 兵庫，

ザ ミ ウ マ類制御技術 和歌山， 島根

生態系を活用した露地野菜の持続 4 -6 千葉， 山形， 岐車
的安定生 産技術 の確立

西南暖地における軟弱野菜類の生 4 - 6 奈良， 和歌山，
態系活用型周年生産体系 の確立 三重， 高知

暖地果菜 類 の 土壌生態系 を 活 用 4-6 熊本， 長崎， 大分，
した持続的安定生産技術の確立 沖縄

生態系を活用した水稲 の持続的生 4 -6 新潟， 宮城， 長野，
産技術 の確立 鳥取， 佐賀

に対応 し た 画期的な形質 を 持つ 新資源作物 を作出す る た

め ， パ イ テ ク 手法 を 活用 し た 総合研究 を 実施 し て お り ，

耐病性， 耐虫性の付与 も 重要 な 課題 と な っ て い る 。

「見虫の機能利用 と 資源化 に関す る 基礎研究J (平成 5

�12， 1 10 百万円 ) 近年の基礎 生物学の成果 の 応用 に よ り

昆虫が持つ特異機能 の 解明， 昆虫が生産す る 有用物質の

特性解明 に 着手す る と と も に こ れ ら の 機能や有用物質 を

利用す る た め の 基盤 と な る 技術 と し て の 昆虫及 び見虫培

養細胞 の 大量増殖技術等 を 開発 し ， 農林水産業 に 新 し い

技術分野 を確立す る た め の 基礎 的研究 を 行 う 。 病害虫関

係では， 昆虫病原微生物の 特性解明及び利用技術の 開発 ，

昆虫病原微生物等の評価及び利用技術の 開発 ， と い っ た

課題が あ る 。

E 他省斤計上予算

科学技術庁， 環境庁の 一括計上予算の 中 で， 関連 し た

試験研究 を行 っ て い る 。 こ の う ち ， 科学技術庁 の 原子力

関係経費 と し て 274 百万円， 地球科学技術特定調査研究

と し て 104 百万円 が予定 さ れて い る 。

1 科学技術斤関係

原 子力試験研究費に つ い て は ， rバ イ オ テ ク ノ ロ ジ ーに

よ る 立体異 性農薬 の 特異的 標識化技術 の 開発 と そ の 利

用 J (平成 3 � 6年度， 5 百万円 ， 農業環境技術研究所) ， 

rRT-P CR 法 を利用 し た 土壌細菌の 生態解明 に関す る 研

究J (九州農業試験場) が推進 さ れて い る 。

科学技術振興調整費に つ い て は ， 現段 階で は 未定 で あ

る が， 個別重要国際共同研究， 重点基礎研究で は病害虫

病害虫分野 の指定 試験

単 位 試験 研 究機関名 試験 課 題 名

い もち病 福 島 農 試
不良環境下に お け る いもち病
の流行 生態 と 発生予測

球根類病害 | 富
野菜

山
花
農

き
技

試
セ ン タ ー

花 き球根類の病害 防除法

畑土機病害|
茨城 農総セ ン タ ー | 畑土壌病害生態防除法
農研
愛知 農 総試山 間

い もち 病 | 技術 実験農場 I い もち病抵抗性 と菌 の変異

施設果菜病害|静 岡 農 試
水田高度利用 における 施設果
菜 の病害 防除法

牧草病害 | 山 口 農 試
牧草及び飼料作物の病害 防
除法

長 崎 総農 林試
馬鈴薯病害

愛野 馬 鈴 薯支 場
畑作病害虫 鹿児島農 試大隅支 場
サトウキビ害虫 沖 縄 農 試

ミ パエ 類 H 

暖地馬鈴薯主要病害 の基礎
生態解明 と制御技術 の開発
暖地畑作物の害虫 防除法
さ と う きぴ害虫 防除法
ミ パエ 類防除法
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関係 は か な り の 数の課題が提案 さ れて お り ， 科学技術庁

で検討 中 で あ る 。

2 環境斤関係

公害防止等試験研究 と し て，r野生鳥獣 に よ る 農林産物

被害防止等 を 目 的 と し た 個体群管理手法及 び防止技術 に

関す る 研究J (平成 2 � 6 年度，森林総研，農環研，農研

セ ン タ ー ) が実施 さ れ て い る 。

皿 指 定 試 験

指定試験事業 と は 国 が行 う 必 要 が あ る 試験研究 の う

ち， 国の試験研究機関の置かれて い る 立地条件か ら， こ

れ を行い得な い も の に つ い て， 立地条件が適当 であ り ，

かつ研究員， 施設等の整 っ て いる都道府県 の試験研究機

関 を 指定 し， 委託 実施する も の である 。

指定試験事業 に お け る 病害虫試験 に つ い て は， 平成 5

年度 は 10 課題 を委託実施す る 。

W 都道府県の試験研究への助成

植物防疫関連課題 を 含 む都道府 県 の試験研究 に対 す る

助成 と し て は次の二事業 が あ る 。

r J:tH域ノf イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 実用 化技術研究開発促進事

業 (地域ノf イ テ ク ) J (総額 214 百万円 ) の植物 防疫関連

課題 と し て は. r複数の ウ イ ル ス に対 す る 高度 防除技術の

確立J (平成 3 � 7 年度 )， 北海道， 栃木， 埼玉， 京都，

大分， 沖 縄， 北海道農業試験場， 東北農業試験場， 四 国

農業試験場， 農研セ ン タ ー ) を 実施中 で あ る 。

「地域重要新技術開発促進事業 J (総額 310 百万円 ) で

は， 病害虫関連 と し て 9 課題 を 実施予定である 。

本 会 発 行 図 書

農林有害動物・昆虫名鑑
日本応用動物見虫学会 編

定価 3，399円 送料 380円 A5判 本文379ページ 並製

日 本応用動物見虫学会の創立30周年記念出版 と し て刊行 さ れた も の で， 害虫名 の指針 と し て広 く 利用 さ れ てき

た ， 前版 「農林害虫名鑑」 を全面的 に 改訂 し た 名鑑 である 。 新た に晴乳類 ・ 鳥類が加わ り ， 収録種数 も ， 2 ，450種

と 大幅 に 増補 さ れ， 一層充実 し た 内容 と な っ て いる。 全体の構成は前版 と 同様に， 第 l 部一 有害動物 ・ 昆虫分類

表， 第 2 部一 作物別有害動物 ・ 見虫名， 第 3 部一学名 ・ 英名索 引 と な っ て いる 。 簡明， 便利， か つ 信頼 し て使 え

る有害動物 ・ 見虫名鑑 であ り ， 植物防疫関係者 に と っ て必携の書で ある。

本 会 発 行 図 書

『応用植物病理学用語集』
漬屋l党次(前農林水産省農業環境技術研究所微生物管理科長)編著 B6判 506ページ

定価 4，800 円 (本体 4 ， 660 円 ) 送料 380円

植物病理学研究に必要 な用語に つい て， 植物病理学 はもち ろん， 農薬 ， 防除， 生化学 ， 分子生物学 などに つい

て も取 り 上げ(約 6，800 語 ) . 紛らわ しい用語に は簡単 な説 明 を付けそ れ ぞれ を英和， 和英に分け て アル フ ァ ベッ

ト 順に掲載 し， ま た ， 付録に は植物の ウ イ ルス ， 細菌 ， 線虫の分類表 を付 し た用語 集です。 植物病理学 の 専門家

は もち ろ ん広 く 植物防疫の関係者に と っ てご活用いただき たい用語 集です。

お申し込みは前金(現金書留・郵便振替・小為替など)で直接本会までお申し込み下さい。
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